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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：横田 文彦 准教授 （Q-AOSコーディネーター）

人工知能技術の発展により、CT画像、MRI、エコー
画像、病理画像など、様々な医療画像データに対す
る自動診断予測が可能になってきました。自動診断
予測により、医師の見落としリスクや負担を軽減す
ることが可能になります。体に身につけるウェアラ
ブルデバイスでヘルスケアデータを取得し、AI を用
いて個人の状態を自動的にモニタリングする技術も
開発が進んでいます。さらに、近年の ChatGPT に
代表されるような大規模言語モデルの登場により、
様々な医療データに対して、人工知能が言語による
説明や提案を行うようになってきました。医師と人
工知能が対話し、意思決定を行う未来が近づいてい
ると感じます。本セミナーでは上記について事例を
紹介しつつ解説します。
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人工知能を用いた医療データ解析について
～様々な事例のご紹介～
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大阪府出身で、2009 年に大阪大学にて工
学の博士号を取得しました。その後、大阪
大学 ナノサイエンスデザイン教育研究セン
ター 特任助教 (2009 - 2012)、大阪大学 大
学院基礎工学研究科 機能創成専攻 生体工学
領域 助教 (2012 - 2017) 、大阪大学 デー
タビリティフロンティア機構 特任准教授
(2017 - 2022) 、大阪大学 , 情報科学研究
科 情報数理学専攻 特任准教授 (2022 - 
2024)を経て、2024年2月に九州大学 デー
タ駆動イノベーション推進本部 健康医療 
DX 推進部門の教授として着任いたしまし
た。 主な研究テーマは「人工知能を用いた
バイオメディカルデータ解析」で、先端医
療計測デバイスと人工知能を用いた研究や
医師の負担を軽減する人工知能の研究に興
味があります。これまでに、コニカミノル
タ科学技術振興財団・日本生体医工学会大
会奨励賞、第八回風戸研究奨励賞、第 35
回応用物理学会論文奨励賞、大阪大学総長
奨励賞を受賞しました。




